
インディペンデンスリーグ四国－第5 節                             2018 年6 月17 日 

四国学院大学Ａ ３ － ０ 四国学院大学Ｂ 
【主将インタビュー】 

四国学院大学Ａ：菊池 元治 

ダービー戦をものにしてよかった。これからお互いに頑張っていこう！ 

四国学院大学Ｂ：宗石康平 

先制されて粘り切ることができなかった。悔しい負け方をしてしまった。 

【Parsonal of the match】 

四国学院大学Ａ 17 番 中村将英（何本も決定機を止められた） 

四国学院大学Ｂ 46 番 野村尚暉（相手の嫌なところを守っていたから） 

                                                                                         

高松大学 １ － ２ 高知大学Ａ 
【主将インタビュー】 

高松大学：梶田彩斗 

先制してから気が緩んで守備が緩くなって立て続けに失点してしまった 

高知大学Ａ：中矢祥太 

前半は自分たちがボールを持つことが多かったけど、なかなかシュートまで行けずにチャンスを作ることができなかった。 

後半は先制されたが、すぐに取り返せたので、流れを失わずに自分たちのペースで、最後まで試合することができた。 

【Parsonal of the match】 

 高松大学 3 番 中野瑛登（スピードがあり常に裏を狙っていたので脅威だったから） 

高知大学Ａ 10 番 平谷充矢（ドリブルが驚異的でクロスをたくさん上げられた。） 

                                                                                         

愛媛大学 １ － １ 高知大学Ｄ 
【主将インタビュー】 

愛媛大学：東 豊 

お互い蹴ることが多くて大味の試合になってしまった。 

高知大学Ｄ：花田利騎 

前期最終節で、引き分けで悔しかったが、後期に向けて頑張りたい。 

【Parsonal of the match】 

 愛媛大学 44 番 杉原 慎弥（裏へ何本も抜けられてピンチを作られたので、脅威に感じた。） 

高知大学Ｄ 11 番 森本 涼太（試合を振り出しに戻す同点ゴールを決められた。） 

                                                                                         

高知大学Ｂ １ － ０ 松山大学 
【主将インタビュー】 

高知大学Ｂ：星本憲杜 

粘り強くみんなで走って勝つことができた。 

松山大学：宗光翔太 

前回と同じ高知大学との対戦だった。前回よりディフェンスは修正できたが、攻撃ではボール回しが出来なくて、相手の良いようにやられた。 

【Parsonal of the match】 

 高知大学Ｂ 28 番 迫田祥仁（FW２枚で連動して崩された。） 

松山大学 6 番 頼木佑真（ボールをよくおさめていた。） 

 


